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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年1月14日(2010.1.14)

【公表番号】特表2009-515982(P2009-515982A)
【公表日】平成21年4月16日(2009.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2009-015
【出願番号】特願2008-541306(P2008-541306)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/705    (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/28    ＺＮＡ　
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   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０１　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  21/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ０７Ｋ  14/705   　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年11月13日(2009.11.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【請求項１５】
　前記状態は、虫垂炎、消化性、胃および十二指腸潰瘍、腹膜炎、膵炎、クローン病、潰
瘍性大腸炎、腸閉塞、やけど、アルツハイマー病、咽頭蓋炎、アカラシア、胆管炎、胆嚢
炎、肝臓炎、ウィップル病、喘息、アレルギー、アナフィラキシー・ショック、免疫複合
体病、臓器虚血、再潅流傷害、器官壊死、枯草熱、敗血症、腐敗症、内毒素性ショック、
悪液質、過高熱、好酸球性肉芽腫、肉芽腫症、サルコイドーシス、感染流産、精巣上体炎
、膣炎、前立腺炎、尿道炎、気管支炎、気腫、鼻炎、嚢胞性線維症、肺炎、珪性肺塵症、
肺胞炎、気管支梢炎、咽頭炎、胸膜炎、副鼻腔炎、インフルエンザ、呼吸器合胞体ウイル
ス感染、ヘルペス感染、ＨＩＶ感染、Ｂ型肝炎ウイルス感染、Ｃ型肝炎ウイルス感染、散
在性菌血、デング熱、カンジダ症、マラリア、フィラリア症、アメーバ症、包虫嚢胞、血
管炎、脈管炎、心内膜炎、動脈炎、アテローム性動脈硬化症、静脈血栓症、心膜炎、心筋
炎、心筋虚血、結節性動脈周囲炎、リウマチ熱、セリアック病、鬱血性心不全、成人呼吸
窮迫症候群、慢性閉塞性肺疾患、髄膜炎、脳炎、神経炎、神経痛、脊髄損傷、麻痺、ブド
ウ膜炎、関節炎、関節痛、骨髄炎、筋膜炎、パジェット病、痛風、歯周病、関節リウマチ
、滑膜炎、重症筋無力症、甲状腺炎、全身性エリテマトーデス、グッドパスチャー症候群
、ベーチェット症候群、同種移植拒絶反応、移植片対宿主病、強直性脊椎炎、バージャー
病、ライター症候群、およびホジキン病から成る群から選択される、請求項１３の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　本発明を使用して効果的に治療することができる状態の限定されない例は、虫垂炎、消
化性、胃、または十二指腸潰瘍、腹膜炎、膵炎、急性または虚血性結腸炎、憩室炎、咽頭
蓋炎、アカラシア、胆管炎、胆嚢炎、肝臓炎、炎症性腸疾患（例えば、クローン病および
潰瘍性大腸炎を含む）、腸炎、ウィップル病、喘息、慢性閉塞性肺疾患、腸閉塞（例えば
、術後腸閉塞を含む）、アレルギー、アナフィラキシー・ショック、免疫複合体病、臓器
虚血、再潅流傷害、器官壊死、枯草熱、敗血症、腐敗症、内毒素性ショック、悪液質、過
高熱、好酸球性肉芽腫、肉芽腫症、サルコイドーシス、感染流産、精巣上体炎、膣炎、前
立腺炎、尿道炎、気管支炎、気腫、鼻炎、嚢胞性線維症、肺炎、珪性肺塵症、肺胞炎、気
管支梢炎、咽頭炎、胸膜炎、副鼻腔炎、インフルエンザ、呼吸器合胞体ウイルス、ヘルペ
ス、散在性菌血、デング熱、カンジダ症、マラリア、フィラリア症、アメーバ症、包虫嚢
胞、やけど、皮膚炎、皮膚筋炎、日焼け、蕁麻疹、疣、膨疹、血管炎、脈管炎、心内膜炎
、動脈炎、アテローム性動脈硬化症、静脈血栓症、心膜炎、心筋炎、心筋虚血、結節性動
脈周囲炎、リウマチ熱、アルツハイマー病、セリアック病、鬱血性心不全、成人呼吸窮迫
症候群、髄膜炎、脳炎、多発性硬化症、脳梗塞、脳塞栓、ギランバレー症候群、神経炎、
神経痛、脊髄損傷、麻痺、ブドウ膜炎、関節炎、関節痛、骨髄炎、筋膜炎、パジェット病
、痛風、歯周病、関節リウマチ、滑膜炎、重症筋無力症、甲状腺炎、全身性エリテマトー
デス、グッドパスチャー症候群、ベーチェット症候群、同種移植拒絶反応、移植片対宿主
病、１型糖尿病、強直性脊椎炎、バージャー病、２型糖尿病、ライター症候群、またはホ
ジキン病を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　一実施形態では、状態は、虫垂炎、消化性、胃および十二指腸潰瘍、腹膜炎、膵炎、肝
臓炎、喘息、アレルギー、アナフィラキシー・ショック、器官壊死、枯草熱、敗血症、腐
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敗症、内毒素性ショック、悪液質、感染流産、散在性菌血、やけど、セリアック病、鬱血
性心不全、成人呼吸窮迫症候群、慢性閉塞性肺疾患、関節リウマチ、全身性エリテマトー
デス、心筋虚血、脳梗塞、脳塞栓、脊髄損傷、麻痺、同種移植拒絶反応、または移植片対
宿主病から選択される。
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